
平成25年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

課　名 農業振興課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

生産意欲と所得の向上
対
象

畜産農家

6 2 1 224 頁 畜産業振興費 畜産業振興事業

事
業
概
要

　○組織育成対策事業・・・・各団体負担金及び補助金
　　　・畜産振興協議会、大分県草地飼料協会、鶏病対策協議会、和牛振興会、和牛育種組合、,豊後酪農組合の育成支援

　○各共進会対策事業・・・・県・市共進会出品補助等

　○畜産業振興事務費・・・畜産振興事業に係る事務経費
　　　・口蹄疫対策支援資金貸付金・・・口蹄疫の対策として、緊急的な資金の貸付を行い経営の安定を目指した支援を行った。
　　　・（H22貸付/5年償還）　貸付額21,500,000円（15件）　　償還金4,300,000円
　　　・肉用牛購入資金貸付基金　　　基金額  90,000,000円（現金、預金：59,995,800円　貸付額：30,004,200円 97件）
　　　・乳用牛購入資金貸付基金　　　基金額    9,000,000円（現金、預金： 2,668,902円　貸付額：  6,331,098円 18件）

1,098 3経常 組織育成対策事業
団体（6組織）の育成
施設管理費（７件）

負担金補助
及び交付金

1,148 1,098

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 その他 一般

地区予選、市共進会、 負担金補助
3,773 3経常 各共進会対策事業

地区予選、市共進会、
県共進会

負担金補助
及び交付金

4,601 3,773

1,711 2経常 畜産業振興事務費
一般経費（畜産セン
ター運営負担金他）

負担金補助
及び交付金

2,508 1,711

経常 生産振興対策事業

計 8,257 6,582 0 0 0 6,582

廃止

169



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２３～Ｈ２５（決算額）、Ｈ２６（予算現額）

組織の再編（育種） ｃ ｄ

数値 目標 15組織 目標 1組織

－

活
動
指
標

指標 a 組織の育成 ｂ

成
果
指
標

指標名 生産意欲と所得の向上 目
標
年
度

H27

指標の設定理由

総合計画／後期基本計画において、基本施策（4-1-1）の重点施策としているた
め数値

単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

生産意欲と所得の向上
－ －

目標 目標

成果指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 活動指標名

件 15 件 15 件

－ － －

－
a

組織の育
成

件
15

100

1 件 1 件

50 ％ 100 ％ 100 ％

％ 100 ％ 100 ％

b
組織の再
編（育種）

件
1 件

ｄ
－ － －

－ －

組織の未統合により事業に支障を来している。
－ － －

課題
c

－

6,582 7,945
前年並

うち経常経費 8,320 8,250 6,582 7,945

地域の拡大による組織の再編を図る。

決 算 額 （千円）
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 方向性

23,243 8,250

対応（改善点等） － － －

６．Ｈ２７年度予算の方向性

理由

県　　費

市　　債
財
源

国　　費

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

そ の 他 14,923 22
引き続き事業の推進を行う。

市　　債源
内
訳

事業費に係る人件費 16,340 11,078 10,461 10,645

一般財源 8,320 8,228 6,582 7,945

うち経常 8,320 8,228 6,582 7,945

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 1
特に、衛生対策は住民の理解が必要
不可欠であることから、その対応に当
たっている。

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3
高齢化や担い手不足の課題からはさ
けられない状況の中で、足腰の強い
経営体を推進するには必要である。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3
高齢化による戸数の減少していること
から効率的事業推進を行うため。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 2
JAと連携を取りながら取り組んでい
る。

事業費に係る人役 3.80 2.58 2.40 2.40

着眼点 分析 分析根拠

継続
農業振興計画に基づき、事業を検証し推進すること。未収金を回収する
こと。

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 2
徐々に、地域の取組に変化が表れて
いると思われるが今後も活性化に向
け取り組む。

事業の方向性 評価内容
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